
 

 

 

 

 

 

 

 

 

障教組介助員部は、定期的に役員会で現状報告や意見交換をし、日々の仕事に役立てています。また、秋には、県交渉

にも参加し、要求実現のために声を届けています。会計年度任用職員となって、念願の期末手当支給となりましたが、制度

移行前に保障されていた病気休暇・短期介護休暇が無給扱いとなり、スクールバス添乗手当ても無くなり、私たち介助員

にとって大きな損失となりました。月額報酬に於いても上限号級が 7 年目で打ち止めになっています。専門性が求められ

る責任ある仕事を担っているからこそ、それに見合う制度としてまだまだ改善見直しが必要だと思っています。 

7月 22日には介助員部定期総会を開催。4年振りにたくさんの組合員さん、新入組合員さんが集ってくれました。私

たちの暮らしと身分を守るため、一人一人の願いが実を結ぶため、声に出し、強く強く県に要求し続ける事が大事と言うこ

とを皆で確認し合う事が出来ました。ひとりでは非力、でも組合員だからこそできる事がたくさんあります。 

たくさんの「なかま」がいることで大きなパワーとなります。1人でも多くの介助員さんとつながれる事を願っています。                

                                                                 介助員部部長  浜本千尋（いなみ野） 

 

 

 

 

最終回は、教育内容に関わることで問題提起します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おはよ 
兵庫県障害児学校教職員組合（障教組） 

神戸市中央区北長挟通５丁目２－１０ 

兵庫県高等学校教職員組合会館内 

TEL（078）341－6745 

全職員版NO.４ 2023.8.1 
障教組ブログ展開中！ 

元気いっぱい 介助員部 ！ 

「校務支援システム」の中の 

「個別の指導計画・教育支援計画」を考える 連載 VOL.３ 

 この問題で一番納得できないのは教育内容に関わること。「理科として書かなければならず、今まで工夫して取り

組んでいた授業の枠組みを変えざるを得なかった」こんな例が複数の学校であるようです。今まで特に知的の学

校では「教科領域を合わせた指導」を大事にしてきました。それは子どもの発達段階や生活の実態から、いろいろ

な知識をバラバラに教えるのでなく、教科の目的や意義を大事にしながらも興味関心を考慮して楽しく主体的に学

べるようにと、「暮らしと文化」「みんなでつくろう」といった授業名を創造し、工夫してきた歴史があります。これが

「子どもから始まる授業の創造」で、集団授業でも一人一人丁寧な取り組みを計画して展開するのが、障害児教

育の醍醐味でもありました。今の方向は、学習指導要領という「基準」から始まり、授業の組みかえまでせざるを得

ない本末転倒です。聞けばマニュアル本も出回っているとかで、一見スマートなスタンダードな記述がされると「個

別の」ではなくなっていきます。「もう決まっているから」「全国でデジタル化が進んでいるから」それで思考停止し

ていいのでしょうか。本当に子どものためになり、私たちの働き方改革につながる指導計画の在り方、いっしょに考

えていきませんか。          ＊連載の感想をお聞かせください＊   （文責：市位葉子 元教員 学校心理士） 

気になる

ニュース 

現行の健康保険証を廃止してマイナンバーカードと一体化した「マイナ保険証」制度が進

められようとしています。日常的に医療が必要不可欠な障害者にとっては大問題。「暗証番

号覚えられない」「車いすのヘッドレストが写真に写るので申請ができなかった」と保険証の

継続使用を求める声が、多くの障害者団体に届いています。一体化政策は見直すべき！ 



 

 

 

 

 

2 学期があければ、今年度の賃金や休暇について確定させる交渉が始まります。各職場で、分会が主導しての「要求ア

ンケート」、もうとられたでしょうか。皆さんの意見のうち、校内で解決できそうなことは各分会が校長交渉をもって声を代弁

します。そして県の施策としてお願いしたい意見は、２学期の組合と県との交渉にあげます。より良い教育を、職場環境を求

めて、皆さんの声を聞かせください」という Google フォームを作りました。 

項目は、①学校の教育環境について ②働き方について ③賃金手当や休暇について。 

無記名で結構です。ぜひぜひアクセスして、ひとことつぶやいてください！ 

 

      兵庫県各地の繋がりだけでなく、他都道府県とのつながりが生まれるイベントを随時掲載！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元気に楽しく働き続けるために、あなたとあなたの目の前の子どもを 

守るために組合に入るしかない！ 今こそ加入しよう！  

 

加入用紙（仮） 

名前                            生年月日 

所属  

住所                            TEL 

Mail PC 

携帯 

職種  

お近くの組合員に手渡し、もしくは高教組本部に FAX:０７８（３５１）３１８５ 

 

グチもみがけば要求になる！！ 要求をあげよう 

ひとりの願いが教育を・社会を前進させる小さな一歩に！ Googleフォームにぜひ！ 

【よくあるQ】組合の大切さは

わかるけど、組合費が・・・ 

【A というかお願い！】 

組合は毎年（連日深夜遅くま

で泣）交渉で皆さんの賃金や

手当をアップさせています。み

んなのための活動なので一部

の人ではなくみんなで支えてく

ださい。「入らなくても」が増え

るとみんなが困るのですから。 

学校で働く人のコミュニティ発足！！ 
イベント情報が時折流れてくるだけ、グループ登録を     


